






多摩の野草-⑥ 

ユリ科 


ヤマ :！ _J 

撖影:宮城六郎(右）石田淳子(左} 

ぺクソカズラ 

撖影:宮城直子 < tF ) 天野延代(左） 

H 本はユリの宝庫。世界に約八十棰ある 
原種のうち、六分の•は日本に分布する。 

このうちヤマユリは、明治6年にオース 
トラリア万国博に展示され、大正元年には 
輸出された株が2千万株にもなり、大いに 
外货を稼いだとのことであるヤマユリは、 
神奈川県の郷十の花になっているように、 
束日木の特庵のユリで大柄の花は強い香り 
がある。 

香りと言えば悪名で知れわたっているへ. 
クソカズラがある I cm ほどの釣鐘状の 
花を見ている限りいじらしい感じがする。 
ヤイトバナ、サオトメバナなどの名はなか 
なか定着しそうもない。 





























え < てびあんレボート 


河野晴也さんがとらえた 




口の世界 


思い浮かへるのは/、卞山の神祕所しい¥の連 生の瞬間、あるいは遥か彼方にひろがる星雲の景色だろうか c 

到 こしていたのは、^^^^^^^^^ 

顕微鏡のレンズ等を 利用製のカメラ r , 

ガラス、木の 菜、 t 二ろな!: 埼•ハ M りにある 物の マ 部を、限りなく接近•拡大して搬影したものである。 

傍らにある H てもない物を—陴に人って ii つめた 詩、 

そこにもうひとつの「利们ががっていた 


_ガラスの®片の一;^まるで北欣の白夜を彩るオーロラのよう 


■まるで r スター-ウォー 
ズ j の1シーン。これも門 
幻のカサ, 


_難み 


. V I • . ， • 


■水晶のような後«な关し 
さ。粘り欠のある r 晒椅 j 
とは思えない〇 


■朔焼けに現れた UFO の人 
辟か？門灯のカサの一® 
を拡大 C 




•へゴ V 


㈣ 紐 






■何かの象®•を®じさせる 
ような不思 a な玟樣•，ザヲ 
スの it 笛.： 


■—転して迪烈な衣紅の光 B 
これもガラスの破片の一餌 
から《 


画これもまたオーロラをイ 
メージさせるが、こちらは 
»器のお亂： 


氷を成下から昆上げる 
とこんな治じなのだろうか ■ 
rw 材 j の•一 


■林機 K なガラスのコッブ 
にもこんな色のマジックが 
將んでいる分 


河眯 W 也 


•60 年、 

学細洲 
怖 J ‘。 理学博士，摩生 
省技官として V •にウイ 
ルス学の研究に努める.， 
• di 年に退官後は、憤 
れ規しんだ由微羝や写 
奥供を趣味 iui 用い • 
浊自の与爽 IE 界を炎現 
5月には T — 卜外 ロン 
四季(嫌町}にて初の 
供展を期册した •_ 

朵町 3 rB 在住.， 
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月刊.えくてびあん-立川と語ろう • 立川に生きよう 



1 寿司 

由 

1 肇綺 © 2 - 2-8 

« 22-3733 

| 葙関田 

酒店 

1 柴均® 2 - 2-17 

024-2960 

■カフ ルストランほまれ 屋 

1 柴輓® 2 - 4-15 

026-2232 

■ 77 ^/ 3 ン A ウスほまれ屋 

■柒筠 町 2 - 4-15 

025-2788 

■オー □ール焼きたて訓店 

| 柴轻町 2 - 4-15 

Q 27 - M 73 

| 北京大飯店 

| 荣 e ® 2 - 4-1 9 

« 22-6393 

| なな 

や 

1 蕺崎 © 2 .‘ 4-22 

025-6980 

i ぼだい 

樹 

1 柴埼印 2 - 4-18 

028-0556 

|田中星美堂薬局 

1 細町 2 - 5-3 

022-3913 

| 菊川 

園 

1 柴筠印 2-54 

026-2035 

■ caf 6 コ □ 

ラ K 

1 雜印 2+8 

S 26-2285 

| マエダ文具 

| 柴珀印 2 - 8-2 

025-6584 

■中肇 料理みよし 

| 柴格® M 0-21 

025-3873 

|石原薬 

局 

■賴蚊 普 3 

023-4067 




八ンパ 

邸 2-3-3 S 24-5 


I \ 


ユウ都市企画 

*«©2-3-13_〇28-2566 

マイシテイ八ウス H / l ；* D 5 a 

_柴梅邱 2-3-6 _ 026-0148 

キヤノン01シヨツブ 
is « fi 5 J 2-3-6 _〇28-1501 

ティ必ァはなむら 
1柴 1¢邱 2-3-9 _ 022-2491 

) ティックリッチ 

| 荣《町 2-3 づ0 _ «28-2054 

コマツホーム 
| 柴筠町 2-4-6 _ «25-5811 

I * 茶キャリー 

_〇28-2630 

かみゆい処 ： b 
，1©2‘4-8 _〇22‘8202 

$沢ガラス店 

I 柒 HS 5 J 2-4-8 022-3065 


小 室 

囡 

期•印 2 - 4-8 

022-2894 

| ビジネスホテルクボタ 

爱崎® 2 - 12-23 

022-1122 

1 いなげや立川南口店 

柴闕 2 - 12-24 

026-2947 

1 tt 給 

糊？ W 

館 

® 2 - 12-17 

022-8100 


びあ 


人がゐて、街があります P 
春’ あなたがゐて、立川があります t 
• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

I リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



手适〇のお弁当 <0や 
^琦町 2-9-3 _〇23-2590 

&川高等技芸学院 

邸 2-9-4 _ 022-3424 

"^タジオ 269 

| 柴綺® 2-8 _ 027-0269 

j 割 S 紀ノ川 

町 3-4-3 _»25-5825 

"^ン•クラ〜ジェ 

聚的町 3-5-2 025-2179 


か つ 

柴玲町 3-5-2 


m 

025-7647 


ヨシダ頁金属店 
し料町 3-5-4 _»22-2448 

pr スパニスタ 

し賊®3+3 —022-2969 

fe 立 Jil 南口店 

L 柴梅町 3-6-2 _ 021-4640 

>さひ銀行立川支店 

5»®3-6-29 _〇22-4161 

ックスしんあい 
_ 町3小1 _〇27-6701 

fb ツテリア m 議口店 

h 格印 3-1-3 _ 〇22-3928 

g ンファノン•クボ立川店 

^崎町 3-4-2 _ tt 27-7413 

>ンカメラ 

肇 ft 町 3-7-22 »22-3336 


東京相和銀行立 III 支店 

_ 町 3-6-17 〇22-2171 

>京都民銀行立 iN 支店 

(5*®3-9-21 022-7107 

>山堂薬局 

| 柴筠邱 3-13-25 022 -2550 

こむろ酒店 

l ^»® T 3-14-3 _ 022-2613 

并紙店 

柴崎® 3-8-7 «22-06〇1 


矢沢歯 

柴的町 3-16-2 


科 

t 525-6 S 00 


あら并酯昧本店 
I » 町 2 - 5-12 022-2957 


j サヴ 

■ HK -7-10 


» 25-1662 


二木のパン 

W ®]2-6-4 _ 022-2278 

言士銀行立川支店 

W 9 J 2-4-6 024-3121 


日の出屋 

I I 8 B 32-2-18 


本店 

022 - 


オル: HlrlMI グーシー 八ウス 
拓町卜 3-7 » 25-2568 


大晋商 

W ®1-23-9 


事 

025-3110 


リーセントパークホテル 
Si : 見町 M -8 »26-3111 


フ店 

ノレ 

ブ 


£ 

: 




違 tl 


ベる•こむ一ねとはイタリア辂で“美しいコミ1ニティ” 
という：®味. aisea ぎ;^仲問3人が r お年吞りも若者も一 
祕に波しめるサロンづく* ij を目推し，この4月に間店した. 

チターの BGM が流れ^(店内-民居を詫びる其じ（■どうぞ 
どうぞ.ウチはそういラ#ですから j と応える声は支配人を 
務める*永恒送ざん r ;±), 前 m は荚鈕教師だったが .： jo 
茸央の:1ーヒー好3が右^て本苺となってしまった：ご本人 
日く 「寒だまだ钸くて他豆をいし n ない j とメニュー u ブ 
レンドがメイン_だがコ-[ヒー好さがいれるコーヒーがまず 
いはずはない.オールト胃ンズと深 fl にこだわる w 永さん 
の w たががブレンド.され^”のココ a サシが伝わる一籽 U . 


400円で味わえる.蚊食はグリエールチ*"ズをたつふ•りと使 
つたキ.•シユ、トマトの風味が ft しい田会風ボタージュ（と 
もに700円；がお*め.こちらはもう1人のお仲聞-花 E 5 恕 
子さんの手によるもの.通度!/ボリニーム«や!！く ft ける ft 
楽さなど较货の本5>香全うしながらも、ドイツ • アルブスで 
の生活 e 眹ゲあり，西欧の寒肛 W 理に烊しい花®さんのエ夭 
が生かされた味は決して rw 役 j とあなどれない（写*はボ 
夕-シのランチセット.850円；. 

铤月第1•第3土昭日の夕方からは、 jg 内でミニコンサ- 
卜も実施， rm 取らず、のんびりお a ごしください」という 
眾永さんの h 宝は、カフ：!:の本道を a っている， 




駅南口を降りてすぐ 
I わか町に“ありそうでなかった" 
カフェの本道をゆく店 


Iクリーン多摩川 i 30 周年 
記念碑除幕式&記念式典 





昭和 42 年のことである ◊ 
ホ—イスカウト立川第四団 
の少年たちは、多摩川のほと 
りに立づていた。そして、そ 
の汚れのひどさを目の当たり 
にして R きの声をあげた。彼 
'をこの場に遑れてきたのは 



らをこの 

1 it 田 S 




でもね•と1 m いながら久 ( t さん 
が m し示した笛所：そこに#かれ 
ていたのは『参|3荞一人ひとりが 
主 f である』と V つ文字" 

「雜しいことだけど，これが人^ 
なんだね"絞かなくなつちゃぅか 
ら•でも»近•俄らの孫ぐらいの 
年の i 出てさててね"すごいょ 
ね、规子一一たもの(§」 

ボ—イスカウト立川 SB 七 UI の团 
委 H 長も務める久住さん"若い畎 
代への«渡し役も、«黑に担っ 

ている。 



ミを拾い始める と、 少年たち 
も锫その後に統いた。少 しづ 
つ' 少しづつきれいに なつて 
いく 河川敷。そう k すべては 
ここから 始まつ た。 • 

平成9年6月8日、午前7 
時。爽やかな天気のもとで 30 
年目の r ク リ—ン 多«川 J が 
行われた"参加者の数、およ 
そ 7、 000名。わずか十数 
名で始められたこの済掃活動 
も、規模の面から見れば今や 
「 |大行事」の樣相を呈 して 
いる。しかし それは本質では 
ない 「会則もな く 会貝登録 
もない J この活動が 30 年も続 
けられて いるという ことは' 
あの三田さんと少年たちのス 
ビ リッツ •母なる大多摩 川へ 
の想いが確* に 受け祖がれて 
いるということ。 

わが立川が誇るこの僬大な 
る 「 ta わし」を m 承するのは 
アナタ以外には いない。 r # 
加者 I 人ひとりが主催者 j と 
いう 三田さんの萏葉は、紛れ 
もない S 実 だ。 


30尔前* Hm «, v さんとともに 
多麽川の撖 Kt を始めた少年たち" 
ボ—ィスヵゥト立) II 第四 rfl 。 A 橋 
さんはその中にいた。现在も第迎 
1-11 の副 E 委 fl 艮として、 ife 域のこ 
どもたちの f にあた〇ている。 

r ホ—ィスヵゥトの^^に，よく 
多^川の Sng を使つていたんです e 
ここ{至誠学闻•鋪町一のすぐ後 
ろの方なんですけど。ところがゴ 
ミがひどくて"集会のできるスべ 
丨スがなくなってきた。そこで • 
いつも我々を指4してくれていた 
三田さんと f » 除をしよぅ J つて。 
今になってその S : 味の大きさ-<±よ 
くわかり玄すが • TIH 5 の便らは、 
た^^^がやりたかっただけ ( a<T 
庭先の椅除をするよぅな、ほんと 
に粍ぃ S 
ちでした」 

「よ灸ム 
民となると 
いうのがボ 
I イスカウ 


卜の理念なんですが，でも、そん 
なかしこまった®何でもなかった。 
汚れているから； ir :忖ける"といっ 
た当たり的の«覚だったよぅに思 
ぃます」 

凡百の] tlRlfi 動とクリ—ン多穿 
川の決定的な差與は、この W 5 X な 
さである y 

「クリ—ン多¢111は r ィベント j 
じやないから{塞」 


s〕； _ 


ス CJ — ガンや形 A と a 無緣のク 
リ—ン多咬) II だが，昭和47年、黎 
加秆の Its 加に： TtL * するために，立 
III 印刷所会 K .鈴木 ra 郎さんを中 
心に突： ti - eens 会事務局が組織され 
た。久住さん U 事務^の会計担当 
として，クリーン多 * 川を影で支 
え枝けているお一人だ*これまで 
の^過を記した is 料を g しなが 
らお蒙间つた^ 

「4 ^-pf 5^^?ら 、 .Msf 
境保 St に^する功 M で唯一の rfl 体 
衣形を受けたり、冇民 i « 動として 
•肢に認められてきたんですよ」 


「そぅですか，もぅ30|较いて 
るんですか」 

知りませんでした•と笑ぅ山 UI 
さんは•知人に！ f !4»> われて15年前か 
ら参加している I その問、年2冋 
のクリーン多睐川はすべて1リ 
「今じや«像もつかないゴミもあ 
りましたね。上流から流れてきた 
大きな流 t みんなで拾い上げた 
りして。®近はコンビニの空袋と 
か、食 ng のス子1ルのパックとか • 
クリ—ン多 ls!/l 1に出ると時代の稃 


りがょ 
かりま 
す S 」 

山田さん 
は、クけ— 

ン多摩 III に 

参加するといつも感じることがあ 
るという。 

「§のグランドには入らないと 
か、釣りを楽しんでいる人の郛« 
にならないとか、 St に教えられた 
わけでもないのに、茜マナ—みた 
いなものを守つている r 普通こう 
いう^をしていると、ちょつとエ 
ラぶれたくなる cot : ねへ笑)」 

この亦囲^がクリーン多冷 rn の 
だと ag るさん。 

「若い人 li 掃除に； izv とかじやな 
くて、川に会いに行こうという5?1 
持らでいいんじやないかな—-多^ 
川を1¢に見るなんて、を1¢じ 
る；^の機会じやないですか」 


柴崎町5 丁目，多®川とは目と 
»の龙の場所で測1$務所を常む 
武本さん” 


1 felo 年なんて、ほんの新人 
ですね|笑こ 

確かに 50 年という年 C ： に比べれ 
ば10年は三分の一に過ぎない q が， 
年に 2(01 とはいえ、10年問ず〇と 
参加し統けているというのも、な 
$か出米ることで U ない* 

武本さんは、10年削に比べたら 
ゴミはずつと少なくなつたと感じ 
ている“それは今回お活を何つた 
他の方々も！一:^%!®？^ 

「台風が来なくなつたとか•一 
が饬つたとかいろんな秤由がある 
でしようけれど、ゴミを格てる人 
S 体が少なくなつたように. S いま 
十クリ—ン多吃) II に# JJO すると* 
ゴ•.、が fff ちてたら价うという気持 
らから，ゴミは捨てないという X 
K - ちに®わつてくるから不思诙で 
すよね一笑)」 

何気なく#加したクリ—ン多嗲 
III から、こんな心境の*化に気づ 
く人 U 多いのではないでしようか • 
と武本さんは語る。 

召から 
統けていき 
たいんです" 

ずつと出て 
いきたいな 
と」 




東風 



シヤンソン a , 牛•活の中から生まれた人生 

の喜び*苦しみ、悲しみ、§^さを伝える啦" 

人の生きてゆく R い BrE の中で、ありのまま 

の姿を衣现してくれるものではないでしょう 

か。 

昨年ーバから . Irt にかけて，, , S 松へ館の 
t . ffi による「やさしいシヤンソン」の»«を 
«說して、少女1¢代からの愫かしい ffi い出が 
よみがえ〇てきたのです。 

宝塚肷刺で聞き、口づさんできた「すみれ 
の花咲く頃」「モン•パリ J 「幸せを%る男‘ 
「才！シヤンゼリゼ」等々广ハ TL 塚の rt;^is 
氏がフランスに「パリゼット」という 
レビユ—をご! i になって、それを^ち fspT 
丄演したのが一九三 04 KA ということです 
から、私の生まれる少し： frj から、フランスの 
エスプリが日本に上阵していたということで 
益々 S です。 

その宝^で私がシヤンソンと出会っ 
たのは映後のことでしたが•砝路吹宵さんや 

久慈あさみ？ん cAj の令®時代。その後、深 

絲 gft さんや趑路ラんはシヤンソン牧 f とし 

ても大活]»。シヤンソンの中に ( i レジスタン 

スや反败を吡ったものや、 tr い恋の W など、 

大衆の心を f 较けていてくれるような^が 

します0 

その後エデ<ット•ビアフや、！：：本にも Jfc 

口5れたジョルジユ•ムスタキ•サルパト—一 

レ•アダモなどを知るにつれ、益々のめりこ 

んでゆ夫•ました。 

特に a しく 4 f ： まれ脊リたビア7が生活感を 

f せながら唄った数々のヒット曲 n 「愛の^ 

歌.一，バラ色の人中…" f はが f ひ女性の 

ように恐われがらですが•その刻♦その刻を 

_に生きて、その体躲を通して、紊啃らし 

い洞が生まれています"後進の為にも®を間 

き"イブ•モンタンなども联初に：^) i 出し， 

tit に出したのは彼女でも率心を抱いてバラ 

色の人生を夢结た0、ぁる刼は忠人の突然の 


51\ 子 

N0. 、ノ宏 

•! ノ津 
、浮 

セ/ 
r ' y ヽノ家 
uxf 究 

あ 理 

加シ糊 

W と 


私 



$故死に会い，その悲しみ、苦しみ、辛さの 

中から人々をる r 愛の K 歌」のよう 

な情！ S に»ちた i も生み出しています n 

シヤンソンは私にと - 3て " Is るような^命 
のパワーを ®^ させてくれます U 私も fe: 日 ^ 
日 • 食物を i くいただくことによ〇て生か 
され " 見たり，聞いたり、 f だりというこ 
とで，史に人生を充実^>たいと親つている 
日常です ** 

前述の講 « i でお会い出来たのが 、 ifift 
さんに師笮されたという"シヤンソン歌^の 
岛関 U 1 II 户さんでした。その嗔 E に fe せられた 
有ぶが？速にお願いして，「¢111シヤンソン友 
の会 t _ として四月よりをしていただくよ 
うになつたのです。_先生はこの立川の地 
で，シヤンソンが1*でも気«に唄えて楽しめ 
る様にと、月に二回のお«古日を«に熟心に 
ごして >* さつてい ^ K 

ジョルジュ•ムスタキ tr エジプト生まれ 
のギリシア人ですが、 Lg 箱をこえて X ディッ 

卜•ピアフのために r ミロール」の作詞をし 

ました。長い撰は不遇でしたが「農の ! rJ 

「時は增きてゆく」など，•九六九年®から、 

シヤンソンの歌手としても、 ce の曲で登場 

^^ました。卉_代に不^つたせいか 

爛が多いようですが_蕲実に自分の人生 

つ yi てあゆんでいる姿が髮とされます” 

は大きな a 然の中に身をまかせて、そこ 

pc 分の#や希望を見出してゆく❶飾らない 

ゥソのない典実をみつめる生き方0そん 

なところも私にとつてはたまらない M です " 

#絮には色々なジヤンルがあり•それぞれ 

1に深い®§を一寸又てくれるものがありますが‘ 

シヤンソンは SPO つても良いし、呗つても良い 

し、粍く ft 歌でと、その n の気分で生活に密 

巷した薄を II 解して楽しむことができると思 

います◊声のために何が良いかと f 又るのも 

うれしいこと。目下の私にと9ての慕らしの 

すぺてとも一 H え—。 


多摩川をきれいにしようという 
W き•その発端は •zlHl K w さんと 
1二卜年 3 H 1 のポーイスカウトの恃さ 
んであ〇たとい、飞少年の 胸は多 
續川に挣められたことであラス 
4(: にある「イベント」とは、どこ 
か迫う。 tr: まってくる人々は、ボ 
ランテイア頗をしていない。準な 
る「お！6 ^ 」と-^〇ているのも 
この活動を 魅 ハあるものにしてい 
る fly 川に会いにくるつもりで 
参加すればよい、と：！4った方がお 
られたが云い得て妙である < 龙際、 
私たちは V/. 川の空 ^ を吸〇ていな 
がら、 * を流れる多 * 川を KL る 悚 
幺“減參にないのではないだろう 
か。たとえば，この一年、 ® 度 HI 
を . ft に行ったであろうか，あるい 
は 幾度 te れたであろうか"私たち 
は • つい、コンクリ—卜の上で 
「地球にやさしく」とか A 然 | 5堉 
の破壤をむなしく叫んでいる令问 
じ六：！：：八日、^<公民節では山 P 
拔が開かれていた。「第三一•回 初 
£ の山 ^ 展」 とあつた。イワマツ、 
ギボウシ • ツキミソウ > ヤマアジ 
サイ • パイカウツギ等、約三 fl 点 
が诚示されていて、煞心な K 赏 # 
でにぎわつていた。そこここに » 
人の M がみえるちようどこの日 • 
立川 rtl 民併句会の例会があった、 
そのためであろう " 野这鉍^たる 
ぶくろのぬきん出て 冬 クリ 
| ン多摩川、三0年。山草»、三 
二！ r» 句会，四〇年。それぞれ 

の立垛で「太0を f にして， 

级乃を刻んできている r しかも« 

ひじ张らずに ♦あじ ゐいの 蓝 を 

つくしててびあん 

I* 紙〕 日 sB r そし T • 寘え «PJ 

SMlt ltiMtleTB) 

: «•!• 姥 田 UK 小 ^ 癱史鷗 ||| £| 名«|£属 

山田 * - 7-松本 わかこ大嫌 貧 久 II 

へ天 if 我男後 « | 明 丼 -^ is 

スタジオ 269 平 


BPJ えく T びあん第 1^6 号 

g 九年七 3C |日免行 

発行兩えくてびあん編薹工房 

來京！ | 立川栉 «« 12 - 17-5 

杉田 ：： U ル 6F T1» 

霣 S 0 四 II 五 -28:' 0082 

FAX 0 四二五 :26)00 65 

隹発 行人^^ 

立 i 介 

印 — IIMJ 大器 _ 


臥薪嘗胆 

がしんし A ぅたん* 

将来の成功 f 心に明して良 
い ra •尊すること” 
rfA 史略 j の中の故 t か 
ら出た5-鼇*^^畤代に^の 
III と•城の H とが敎つた^ • 
破れた nT, は賊死した父の仇 
を^つために•扭夜簖の1に 
»て戮£をかきたてました‘ 
一方，越Iは獻から梅つた^ 
い. 0U を身1!1にぶらさ tf て•こ 
れを咨めて ft らを鬌いたたせ 
たといわれています* 

:苑 I 

: L! 

真 J] 

二 激 


武本孝史さん (51) 

畚加歴10年 
柴崤 RJ5 丁目 


山田健二ざん (64 

#旅 S15 年 
STIH 見町5 丁目 


久住達夫さん (56) 

実行委貝会 * 務 S スタフフ 
クスミ不動産* W 務 


高橋久雄さん (48) 

xtws 会事務局スタツフ 
至誠学31•施13長 
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絵•文中两章(苦葉町) 


【カブトムシ】 

n ウチユウ目コガネムシ科 

右オス•左メス 

カプト ムシの成虫は、 クヌギ の木の幹から 
しみ出る樹液が睽酵して r ル n 1ルになつた 
ものをなめて、エネルギ—诹とします：そこ 
は オスと メスが出合ぅ所でもあり"しばしば 
オス同- Hd つて争い"メスを^<口いま * K 
勝つた t スと夂尾したメスは、堆吧などの中 
にもぐり込んで庙卵します。幼虫は強いアゴ 
を持ち十の中の腐〇た植物を食べて宵ち冬を 
越して、翌年の£成虫になつて、再び クヌギ 
林に現れ wK には他の1 (3- QT ハチ、 
チョウ)が集まりますが、力の強い カブ トム 
シが居る と、 皆んな速廉して、近寄 c - w せん。 
かつてカブトムシと遊んだあの潍木林をもぅ 
一度呼びもどしたいものです" 










